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1. 上智大学(Sophia University)の現況 

 1913年(大正2年) 創立 

 カトリック男子修道会「イエズス会」が設立母体 

 －カトリシズムの精神に基づいた教育・研究の実践 

 9学部29学科、10研究科25専攻、1専攻科の総合大学 

 学部学生数 12,475名（外国籍 571名） 

     ［助産学専攻科 10名］ 

 大学院学生数 1,330名（外国籍 320名） 

 教員数 538名（外国籍 82名） 

 職員数 289名 

 キャンパス： 四谷、市谷(千代田区)、目白聖母(新宿区)、石神井(練馬区)、 

     秦野(神奈川県秦野市)、大阪サテライト(大阪市北区)、 

     ※学生寮（枝川寮(江東区)、祖師谷国際交流会館(世田谷区)） 

 併設校 上智大学短期大学部、上智社会福祉専門学校、聖母看護学校 
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市谷キャンパスにある 
聖フランシスコ・ザビエル像 



Academic Integrity 

米国では、Research Integrity と Academic Integrity に分けて論じられている。 

• Research Integrity : 研究者になるために必要な教育 

• Academic Integrity : 研究者になるか否かに関わらず必要な倫理教育。 

           学部段階から必要。 

     － 「研究活動の不正行為への対応のガイドライン」の 

      見直し・運用改善等に関する協力者会議（第5回）議事要旨 より 

 (http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/gijyutu/021/gijiroku/1350209.htm) 

 

• Academic Integrity とは、「教員、職員、執行役員（理事会）など、 

大学の構成員すべてに求められるもの」 

     － 「田中弥生オフィシャルサイト」 ブログ 

      (http://tanaka841.com/blog/) 2015年4月10日付け より 
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これまでの取組み 
学生向け 

• 履修要覧（学部生向け） （2009年度～） 

 「アカデミック・オネスティ（学問的誠実性）の涵養と遵守」の掲載 

 「レポートや論文作成の上で守るべき引用の方法について」の掲載 

• 履修要項（大学院生向け） （2015年度～） 

 「学術研究倫理」の項を設ける 

 博士論文審査基準の掲載（一般公開）（一部の専攻により実施） 

• 剽窃チェックツール「Turnitin」の導入（2014年度～） 

 提出されたレポートについて、剽窃の有無をチェックできる（コピペの判定） 

教職員向け 

• 研究活動倫理に関する説明会（2013年度） 

• 研究費不正使用防止に関する、全役員・全教職員に対するガイダンス

（2014年度） 
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「アカデミック・オネスティ 
          (学問的誠実性)の涵養と遵守」 

2015年度履修要覧（学部生向け） 
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To promote “Academic Honesty” 
       and to comply with its policy 

BULLETIN OF INFORMATION 2015-2016 
(For Undergraduates of Faculty of Science and Technology) 
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2. 上智大学の教育理念 

• 1969年(昭和44年)12月18日、新たに制定 

•上智大学の将来に向けた基本的姿勢、教員・学生のあるべ
き姿、などを規定 

•上智大学のAcademic Integrityも、「教育理念」に沿った
形で行われることが望ましいと考える。 
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上智大学の教育理念（1969年12月18日制定） 

 上智大学は、キリスト教精神を基底とし、真実と価値を求めて、
人間形成につとめるものの共同社会である。したがって、本学は、
構成員のおのおのが、人格の尊厳と基本的人権を認め合い、責
任ある連帯感と謙虚な心構えをもって、それぞれの持ち場で、大
学の形成に参加することを期待する。 

 教授は、学術の研究を尊重し、みずからの研究を深めることを
通して、人類の精神的・知的文化を新しい世代に伝達するととも
に、現代に生起する諸問題に目をそそぎ、人類の当面する課題
について、意識を喚起するよう心掛けることが必要である。 

 学生は、専攻の学問を研究すると同時に、現代社会に対する
鋭敏な問題意識と判断力を養成することが必要である。これに
よって、学生はみずからの人格を形成し、社会の建設に貢献す
る力を身につけることができるのである。 
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上智大学の教育理念（1969年12月18日制定） 

 本学は、その特色をいかして、キリスト教とその文化を研究す
る機会を提供する。これと同時に、本学は思想の多様性を認め、
多種の思想の学問的研究を奨励する。このようにして、人間と世
界の問題についての洞察力と批判的精神が養われる。 

 学問の発展のためには、思想と研究の自由が保障され、厳正
な学問的態度が堅持されなければならない。したがって、本学は
思想と研究に対して加えられる政治的、イデオロギー的圧力及
びいかなる権力の介入も、これを許さない。 

 われわれは、激動する現代世界に向かって広く窓を開き、人類
の希望と苦悩をわかちあい、世界の福祉と創造的進歩に奉仕す
ることを念願する。 
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「上智大学の教育理念」の普遍性 

「上智大学の教育理念」は、上智大学のすべての構成員が守るべき姿勢

である。 

教員は、思想の多様性を認め、学問的研究に励み、次世代に人類の

精神的・知的文化を伝える。 

学生は、学問を通じて、現代社会に対する問題意識と判断力を養う。

また、自らの人格を形成し、社会に貢献する力を身につける。 

職員は、教員の学問研究を支援するとともに、教員と協力して学生

の人間的成長に寄与する。 

執行部は、上智大学における教育研究の自由を保障し、いかなる外

部からの圧力も排除する。 

「上智大学の教育理念」は、現代における教育・研究倫理を先取りし、

Academic Integrityを展開する上で指針となるべきものである。 
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3. これから取り組むべき課題 

役員・教員・職員に対して 

• Academic Integrityを学内に如何に浸透させるか 

 自己点検・評価による点検の実施 

 教学監査・内部監査による点検の実施 

 役員は、評価・監査に基づき、リーダーシップを発揮して、 
学内にAcademic Integrityが浸透するよう、 
その実践を先導する。 

 教員は、自らを律し高度な学術倫理を実践するとともに、 
学生に対して適切な倫理教育を行う。 

 職員は、Academic Integrityの実践について、 
役員・教員の支援とともに、それぞれの立場で 
Academic Integrityの浸透を実践する。 
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    これから取り組むべき課題 

教員・研究者・大学院生に対して 

• 上智大学の教育精神 “Men and Women for Others, with Others” を

実現するための教育研究の推進 

• 研究者を対象とした、研究倫理に関する説明会・ガイダンスの実施 

• 「人を対象とする研究」など、研究手法に対する倫理が求められる分野

については、それに特化した説明会等を実施 

• e-Learning教材の受講 

• 博士論文審査基準の一般公開（公平・公正のため） 

学部生に対して 

• Academic Integrityに関する授業科目の設置の検討 

 学部1～2年次生を対象とした必修科目 

 共通テキストの必要性（教える側／教わる側の統一性） 
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